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景気ウォッチング（要旨） 
 
 
Ⅰ．日本経済 … 緊急事態宣言などの全面解除により消費に持ち直しの

動きがみられ始めているが、生産や輸出が供給制約など

により弱い動きとなっていることから、全体としては持

ち直しの動きが足踏みしている 

金融市場では、株価は、新変異株の感染拡大やＦＲＢの

金融政策正常化の前倒しなどを材料に 28,000 円台で推移

している。長期金利は+0.0％台で推移し、為替は名目金利

差などを材料に 114 円/ドル前後で推移している。 

 

 

Ⅱ．米国経済 … 生産や輸出が緩やかに持ち直しているほか、消費や設備

投資も回復していることから、全体としては回復を続け

ている。この間、消費者物価指数の上昇が続いている。 

金融市場では、株価は、新変異株の感染拡大やＦＲＢの

金融政策正常化の前倒しなどを材料に 36,000 ドル前後で

推移している。FF レートは 0.1％近傍、長期金利は 1.4％

台で推移している。 

 

 

 

 

経 済 ＴＯＰＩＣＳ 

（2021年 12月 24日） 

 

 

 

 


